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別紙１－２    論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨     
 近年、前立腺がんに対する定位放射線治療（寡分割照射法）が新たに保険収載され

ることになり、臨床における普及が進んでいる。定位放射線治療は、照射回数が従来

の方法と比べ著しく減少するため、1 回の照射における放射線治療計画との誤差が治

療成績により影響を及ぼす可能性がある。 
 前立腺がんに対する放射線治療では、一般的に治療開始前に立案した放射線治療計

画の変更を行わない。一方で、前立腺は内分泌療法により体積が減少することが知ら

れているが、日本人において内分泌療法を併用した放射線治療期間中に前立腺体積が

どのように変化するのか明らかにされていない。 
 また、前立腺がんに対する定位放射線治療は、ロボットアーム型医用直線加速器を

用いて実施している報告が多い。近年、その装置に新たな照射野限定装置である多分

割コリメータが実装されるようになり、より自由度の高い放射線治療ができるように

なった。その有用性に関して、放射線治療計画における評価を行った報告はみられる

ものの、実機による測定値と放射線治療計画装置による計算値との整合性を比較した

報告はみられない。 
 本研究では、内分泌療法を併用した放射線治療期間中に生じる前立腺体積変化を検

討することに加え、ロボットアーム型医用直線加速器に実装された多分割コリメータ

の有用性を評価することによって、前立腺がんに対する定位放射線治療の物理的およ

び技術的な検討を行った。 
本研究の新知見と意義を要約すると以下のようである。 

 １．内分泌療法を併用した放射線治療期間中に生じる前立腺体積に関して、変化の

大きい群においても変化量は平均で 2.2 cm3 (7.8%) であり、治療期間が短縮される定

位放射線治療ではその変化はさらに小さくなるとことが示唆された。 
 ２．ロボットアーム型医用直線加速器に実装された多分割コリメータは、従来のコ

リメータと比較して照射時間の短縮や膀胱線量の低減などの有用性が明らかとなっ

た。 
 ３．実機による測定値と放射線治療計画装置による計算値との比較において、多分

割コリメータが従来のコリメータよりも計算精度に劣る項目がみられた。臨床上は許

容範囲内の差であったが、放射線治療計画装置におけるビームモデリング精度の影響

が示唆された。 
 本研究は、前立腺がん定位放射線治療における安全性の担保に関して、物理的およ

び技術的な側面から重要な知見を提供した。 
 本研究の成果は、Journal of Applied Clinical Medical Physics（Impact factor: 
1.338）に掲載された。以上の理由により、本研究は博士（医療技術学）の学位を授

与するに相応しい価値を有するものと判断した。 






